






要約:抗 HTLV-1 抗体をゼラチン凝集法(PA)、間接蛍光抗体法(IF)、ウエスタンブロット法

(WB)で測定する場合、程度の差はあるとしてもいずれの検査法においても特異性に問題が

あることが知られている。これは抗原側に問題を抱えていることが考えられる。これに関

する実験として、硫酸化多糖体ゲル及び ConA-Sepharose ゲルカラムを用い HTLV-1 抗原の

精製を行なった。硫酸化多糖体ゲルによる精製抗原には抗体と強く反応する p19、p24、p28、

p40、gp46 及び p53 の抗原が含まれ、gp62 の抗原は反応性が弱いことが確認された。

ConA-Sepharose ゲルによる精製抗原は特に p40 と gp46 の蛋白に強く反応することが認め

られた。


